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函 銅資源

銅資源をめぐる我が国と国際情勢
ThePresentSituationoftheWorldConcerningCopperResources

1はじめに

銅は，電線，各種の伸銅品，各種の合金など広範囲

の用途に素材として使用されており，日常生活及び産

業活動に欠くことのできない重要なベースメタルであ

る．同時に，古くから世界貿易の対象となっている国

際商品の1つであり，国際取引の相場により価格が大

きく変動する市況商品としての性格を有している．更

に，すず，天然ゴムなどとともに，発展途上国問題と

深いかかわりをもつ一次産品の1つであるという側面

もある．

我が国の銅産業は，現在，主として海外から銅鉱石

（精鉱）を輸入し，銅地金に加工して電線，伸銅品等

の製品向けに供給する消費地製錬の形態をとっており，

我が国の銅資源の海外依存度は極めて高い．そして，

この形態は，基本的には今後とも続いていくと考えら

れる．

今後の我が国の銅需要は，過去みられたような大幅

な伸びはなく，むしろ比較的安定的に推移していくと

の見方が一般的であるが，銅資源の偏在，国際市況，

産銅国の動向など，銅資源の供給の不安定要素は数多

く存在することから，国内の銅資源を最大限に尊重す

ることはもちろんのこと，世界の銅の生産，流通のし

くみの中で，国際協調に配意しつつ，引き続きその安

定確保に努力する必要がある．

2世界の銅生産、消費及び貿易の概要

2．1生産、消費の概要

(1)銅資源の分布

U､S.BureauofMinesの資料(Mineral

CommoditySummariesl983)によ才1ば，開発の対象

と考えられる世界の銅資源の埋蔵量は，銅量換算で約

5億1千万トンとされる．1982年の世界の鉱石生産量
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が約816万トン(WorldBureauofMetalSta

tisticsSep.1983)であるから，単純に割算して約

60年分に相当する．その分布は各大陸に広がってはい

るものの比較的少数の国に偏っており，8ケ国で約7

割に達している（表-1及び図-1参照）

(2)生産，消費の概観

銅鉱石(CrudeOre,我が国の例でいえば平均品

位で銅分1.2～1．3％程度のもの.)は，選鉱により精

鉱(Conc.，銅分20～25%程度）となり，これを原料

として製錬により銅地金が作られる．すなわち，熱に

よる熔解分離濃縮の過程である熔錬(Smelting)に

よって粗銅(Blister,銅分98～99%程度),更に電

解精製(Refinery)によって電気銅(Cathode,通

常銅分99.90％以上）となる．銅地金は，ビレット，

ケーク，ワイヤバーなどの一次加工段階を経て,電線，

各種の伸銅品等の最終製品へと加工されていく（これ

が，銅地金の消費に相当)．

銅の生産，消費については，各国の資源事情，開発

における歴史的経緯及び各国の全体的な経済段階に応

じて国ごとに態様ｶﾖ異なる（表2参照).すなわち，製

錬，加工段階を持たず，生産した鉱石を全量精鉱とし

て輸出するもの（表2のA),加工段階は持たない（或

いは僅少）が，生産した銅鉱石の一部又は全部を粗銅

ないし地金にして輸出するもの（同B),銅鉱石の生産

から地金の加工段階まで規模的にみて揃っているもの

（同C),自国に銅資源を有しないが精鉱等を輸入し，

それらを地金に加工して，内需を満たし或いは地金輸

出を行うもの（同D),地金等を輸入し，内需を満たす

もの（同E)などである．各国の生産，消費の態様は

A～Eのタイプ又はその中間に該当すると思われるｶﾐ，

その態様は固定的なものではなく，時とともに変化し

ていく．一般的に，銅資源を有する国々では，加工度

を高めた輸出を指向し，その方向に進んでいる．（た

だし，経済性の見地から，自前の製錬所を新増設する

よりは，海外の余剰製錬能力を活用する委託製錬が有

－24－
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表1世界の銅の埋蔵量・生産量・消費量
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2．ソ 連

3．日本

4．チリ

5．ザンビア
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88．4

7,547.2

2249

175.1
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134.1

126.9

115.8

74．4

65.0

62．3

79.1

2．4

1．8

1．8

1．5
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1．3
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0.8

0．7
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小計(B)
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小 計(B)
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8,840.1
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出典：鉱業便覧（58年度版）
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図－1世界主要銅鉱山分布図(1982年ただし，共産圏を除く）

それらの間の相対関係も変化するので，これに応じ，

国としてみた場合の生産，消費態様も変化する．更に，

鉱石～地金～加工品というサイクルの中に，スクラッ

プや鉱倖からの地金ないしスクラップの直接加工など

も含まれてくるので，実際はより複雑となる．

表1の鉱石生産量，電気銅生産量，電気銅消費量に

よって，1982年における各国の生産，消費の態様と位

置づけ力糊られる．また，同時に，鉱石，地金の生産，

地金消費のいずれについても上位10ケ国によってそれ

ぞれ世界全体の約8割がカバーされていること，即ち，

いずれも上臓的少数の国に集中していることがわかる．

このうち，鉱石生産については，上位10ケ国のうち5

ケ国（チリ，ザンビア，ザイール，ペルー，フィリピ

ン）が産銅発展途上国で占められている．地金生産に

なると，産銅発展途上国は上位10ケ国のうち2ケ国の

みで，残りは西側先進国（5ケ国）と共産圏で占めら

れている．地金消費に至っては，いわゆる産銅発展途

上国は上位10ケ国中に1ケ国も含まれていない．これ

により，産銅発展途上国群と消費国（欧州と日本）群

のきわ立った対照関係がわかる．このほか，表1から，

米国，カナダ，豪州は両方の性格を持つ（或いは持つ

可能性がある）こと，共産圏の国々は，いずれも生産

～消費の各段階で比較的バランスがとれていること等

が指摘される．

表2銅の生産・消費に関する国別の態様

(注）上災は，それぞれの国が，鉱石生巌一地金生産一地金消費の間でどのよう

なバランス関係にあるかを見るためのものである，従って，○印，×印は

それぞれラフに有・無を意味するが，それぞれの国により異なる生廉規模

の通いを反映するには至らず，また，×印は必ずしもゼロを意味しない．

（例えば，日本にも銅鉱石の生産はあるが，大勢的には買鉱製錬一内滞充

足堀であるから，CではなくDに咳当する）フィリピンはA→Bに移付し

つつある．カナダ・豪州・メキシコの現状はBに近い．ブラジルはDの性

格を強めつつある．なお，Dの中で，ベルギーは粗銅輸入IIJ心という特徴

をｲiする．

利と判断する選択もある．こうした観点から，米国や

欧州の既設製錬能力がパプア・ニューギニア，インド

ネシア，フィリピン，チリ，ペルー，カナダ，豪州な

どの国々の鉱業組織によって利用されていると言われ

ている.)また，その時々の経済事情によって，鉱石の

輸出入量・割合，地金等の輸出入量・割合も変化し，

－26－
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表3銅産業に対する事業参加・国有化の事例

エ手-0

200億ベルギーフラン（補償要求の約50%)をザイール

15年分割で補償支払を受ける

8,000万ドルを約束手形でアメリカでの最高利チリ

率で67～71年間に補償支払

補償総額は17,460万ドルで70.6.30から12年間
半年毎に支払われ，未払残高に6％の無税の

〃

利息をつける

R・S。Tに11,780万ドル,Zamangloにザンビア

17,500万ドルを年利6%,12年間の分割払で補
償

ハミノレー

補償は，「余剰利潤｣を遡及的控除した70.12.
31現在の帳簿価格で補償支払は年利3％，期

チリ

間30年というものであるが，余剰利潤の控除
で実質的に補償はほとんど受けられず

〃

補償額1,300万ドル

ハミノレー
補償額7,500～7,900万ドルといわれ,Cerro
社は現金で6,700万ドルを得，残額800～1,200
万ドルについてはペルー・米間の一括補償支
払協定(74.2.19)による7,600万ドルのうちから
支払

［出典：鉱業便覧（58年度版)」

(3)供給構造の変化

①国営産銅の拾頭と石油メジャーの進出による所有

関係の変化

資源ナショナリズムの高揚により，1967年から1973

年にかけて，チリ，ペルー，ザイール，ザンビアの各

国で，外国産銅資本の国有化が相次いで実施された

（表3）が，これらの動きにより，1970年代を通して，

採鉱及び製錬段階の所有パターンは大きく変化した．

すなわち大手産銅資本の銅生産に占めるシェアは，

大幅に低下し，国営産銅が拾頭するところとなった．

ちなみに，自由世界の銅鉱石生産に占める10大産銅資

本のシェアは1966年の約65％（約4,750万トン中の約

3,100万トン）から，1981年の約22％（約6,490万トン中

の約1,430万トン）にまで落ちこんでいる(10大産銅資本

は，アナコンダ；ケネコット，フェルプスドッジ，アマッ

クス，アサルコ，ニューモント（以上米国),インコ，

ノランダ（以上カナダ),ユニオンミニエール（ベルギ

ー),アングロアメリカン（南ア）の各社).一方，表4

にみられるとおり，チリ等上記4ケ国を中心として，

国営産銅（除共産圏）が自由世界の鉱石，製錬に占め

るシェアはそれぞれ約4割及び約1／4（熔錬，精錬

とも）に達している．

このほか，石油メジャーの進出によるオーナーシッ

表4世界産銅業における政府のシェア（'79）
蝋位：T・S.t・（ド廉飼賊

|_L鼎ハ占卜－
◆lﾊ柧内はl川側‘l卜に'1iめるも出帆;IIWfにおける刷り)供給柵迅（金鵬鉱災･l8XI･jl）

ﾌ゚ の変化も見られる．特に石油危機以降，産銅資本へ

の参加が活発となり，大手産銅資本との結びつきにつ

いても，スタンダードオイル(Sohio)によるケネコ

ットの系列化（100％),アトランティック・リッチフ

ィールド(Arco)によるアナコンダの吸収合併など，

石油メジャーの進出ぶりが目立っている（表5)．

産銅大資本の相当部分は国営産銅に置き換えられた

が，今日，民間の主要産銅会社と主要国営産銅を合わ

せると，比較的少数の企業で銅生産の大宗を占めてお

▼
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1

27

へ

0

751

197

60

0

176

303

352

77

31

26

33

33

100

568

172

64

201

336

466

450

47

34

26

33

17

小帥（政府影稗を受ける） 2.56()(39)幹 39㈱ 2,514㈱

I呵側（Ili場経済1吋）高I． 6.611 8.276 9.536

束Ⅲ'1（‘'1央‘i1.1111絲済1副）‘i1． 1,776 2,530 2,518

8.387 10.805 12.053
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表5石油資本関与銅鉱山及びプロジェクト例

石油資本 関与鉱業会社 主要鉱山，プロジェクト ※
年産銅量
(概数)，千t

AtlanticRichfield

(ARCO)
米Anaconda･b合併(100%) CarrFork(55),Barkeley(86)

TwinButtes(35)
Cananea(35) ｝ 211
LosPelambres(開発中）

BritishPetroleum 豪WesternMiningと合弁(49%) OlympicDam(開発中）
■■■■■

英SelectionTrust,系列(99%) Tsumeb(2)カナダ探鉱中 2

CitiesService 一一一一一一一一一一 PintoValley (60） 60

ContinentalOil 一一一一一一一一一一 米探鉱中 一

Exxon チリDisnutada,系列(99%)

カナダGranduc,買収(100%)

Disputada(35)

Granduc（5？）
｝ 40

Getty Oil 一一一一一一一一一一 カナダ探鉱中 一

LouisianaLand&

Exploration

Pennzoil

ROyalDUtch/Shell
(Billiton)

StanndardOilCo.
ofCalifornia

StandardOilCo.
Indiana(AMOCO)

SuperiorOil

UnionOil

StandardOilCo.

(Sohio,BP53%)

米CopperRange,系列(100%)

米Duval,系列(100%)

ペルーSPCCと合併(100%)

米AMAX,出資(20%)

米CyprusMines,買収(100%)

豪BHPほかと合併(30%)

カナダMclntyre,買収（～50%)

米Kennecott,系列(100%)

計

豪数字は鉱山能力（年産銅餓，千t）
合弁はシェア割

り（表6）これらについては，地金の販売段階まで含

めて資本の集約度は高い．

②CIPECのシェア

1968年に設立されたCIPEC(銅輸出国政府間協

議会）は，チリ，ペルー，ザンビア，ザイール，イン

ドネシアの加盟5ケ国のほか，その後準加盟国として

パブ了・ニューギニア，オーストラリア,ユーゴスラビ

アを釦え，合計8ケ国となり今日に至っている．銅の

生産魂輸出等に占めるCIPECのシェアは，図-2の

通りである．すなわち，自由世界の鉱石生産の約5割，

地金生産の約3割を占めるとともに，国際貿易につい

ては，鉱石の約4割，粗銅の約3／4，地金の約7割

を占めている.CIPECのシェアについて，ここ5年間

で変化した点として，地金輸出に占める割合が増加し

たことがあげられる.鉱石輸出に占めるCIPECの割合

は逐年若干ずつ減少してきていたが,1982年は前年(33

WhitePine(50)

Sierrita(92),E
MineralPark(瀞

ranza(15),

Cuajone(20)

TwinButtes(7)

Bagdad(60) Pima(25)

OkTedi(開発中）

カナダ探鉱中
QuebradaBlanca(開発中）

Pima(18)

Chino(60),
Utah(220)

Ray(110),

出典；世界における銅の供給構造
（金属鉱業事業閲）

50

121

20

7

｝ 85

｝
－

18

390

1,004

％）の数値を上回っている．

2．2世界の銅貿易の概要

(1)流通の形態と規模

銅の国際的な流通は，鉱石（精鉱),粗銅，地金のい

ずれの形態によっても行われている．1982年の場合，

自由世界の地今牛産量は約713万トンであった．これ

に対し，自由世界における輸出は鉱石約159万トン，

粗銅約85万トン（いずれも銅量換算),地金約273万ト

ン,合計約517万トンとなっており,この残り約196万トン

は,自国内消費とみなされる.すなわち,自由世界の銅の

生産のうち,国内で消費されるものは地金に換算して約

28％で,あとの約72％は国際流通にまわっている.銅の

国際商品たる所以である.輸出の形態別には,地金約53

％,鉱石約31％,粗銅約16％の順となり,地金が過半を占

めている.自由世界における銅貿易は全体として拡大の傾

向にあり.1970年と1980年の1年間でみると，輸出量

－28－

句
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表6主要産銅会社の製錬能力79

Source UnitedNationslndustrialDevelopmentOrganizatiOn；MineralProces8inginDevelopingCoutries

(UNIDO/IOD-238,1979)pp.27-".

IncludingMt･ISaMineS･

IncludingPalabOra，

OwnedbyMetallgesellschaftAG,BritishMetalsCorpprationandDegu88a・出典；世界における銅の供給構造
国営会社（旧大手産銅資本所有） （金属鉱業事業団）

（ｲ）世界の銅の埋蔵量（1982年）

＊

＊＊

＊＊＊

＊＊＊＊

Iﾛ）自由世界の銅鉱石・銅地金生産および銅地金消費に占めるCIPM

の比率(1982年）

働畝石生田■地金俳産■地合洞■

q239千トンZ129千トン6760千トン

ﾚﾘ銅の国際流通鼠（自由世界）に占めるαP配の比率（1982年）

CIPEC

38％
鉱石

粗銅

地金

その他62％
｣1.539千トン

843千トンその1I
26％CIPEC74％

2,719
千トンその他33％CIP唾67％

出典：鉱業便覧（58年度版）

図-2CIPEC(銅輸出国政府間協議会）の占める割合

－29－

会社名（含む国営）

Smeltercap

Thousands
oftons Percentage

Refinerycapacity

Thousands
oftons Percentage

Zimco(Zambia)****

Asarco*(UnitedStates)

Codelco-Chile＊**＊

(Chile)

Gbcamines(Zaire)****

Kennecott(UnitedStates)

Phelps Dodge (UnitedStates)

NipponMining(Japan)

Mitsubishi(Japan)

Anaconda(UnitedStates)

Enami(Chile)****

RioTintoZinc＊＊

(UnitedKingdom)

Newmont(UnitedStated)

Noranda(Canada)

NorddeutscheAffineria**＊

(FederalRepublicofGermany)

Amax（UnitedStates）

840

839

665

536

463

430

429

302

294

265

233

231

220

215

214

9.9

9.9

7.9

6.3

5.5

5.1

5.1

3.6

3.5

3.1

2.8

2.7

2.6

2.5

2.5
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２
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15社計 6,176 73.0 5.650 63.0

その他 2,284 27.0 3,320 37.0

西側（市場経済国）合計 8,460 100.0 8,970 100.0

CIPEC

“鬼

米田

18彫

カ
ナ
ダ
６
彫

その他自由世界

測弼

共産■
12毛
(ソ連7毎）
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貿易量(1981年，輸出ペース)4,912千トン（銅量）

fi-M ﾐ室｡砦

巽騨

、

、

b
〃

G頂ﾌ輸入国（Ma『c､1,83）

図－3世界銅貿易フロー

は1970年の約366万トンから1980年には約505万トン

と増加し，地金生産に対する輸出の割合も約60％から

約72％へと上昇している．（すなわち生産のうち，国

際流通に向けられる割合が増加している).形態別には，

鉱石は52万トンから133万トンヘと年率9.8％で増加，

粗銅は78万トンから73万トンと横ばい，地金は235万

トンから300万トンへと増加している．輸出の形態別

比率は，鉱石は14%から26%へと顕著に増加し，粗銅

は22％から14％へ減少，地金は64％から60％へと微減

している．地金は量的には増加しているのに形態別の

比率が下がったのは，この間の鉱石輸出の拡大による

もので，この主たる要因の1つとして，日本への輸出

の増加（日本の鉱石輸入の増加）が挙げられる．

(2)自由世界における銅の流れ

自由世界における主な銅フローは，図-3のとおりで

ある．すなわち，チリ，ペルー，ザイール，ザンビア，

豪州，パプアニューギニアのCIPEC各国及びカナ

ダ，フィリピンの8ケ国から，日本,EC,米国に向

かうフローがそれである．日本へのフローの主要部

分（約7割）は鉱石である．ECへのフローの主要

部分（約65％）は地金で，粗銅がこれに次ぎ，鉱石

が最も少ない．なお,EC向けのフローについては，

粗銅のうち60％以上はベルギーへ（ザイールからの

ものが約8割），鉱石のうち90％以上は西ドイツへ

それぞれ流れる．米国へのフローの主要部分（約7割）

は地金（チリ，ペルー産）である．EC諸国は，古く

から地金の輸入国であった．イギリスを中心として分

布するLME(ロンドン金属取引所）倉庫群と英国及

び剛1,|の銅加工業者を背景にひかえて，チリ，ペルー

ザンビァ,ザイール等からの輸入地金を活用してきた.米

国は,輸出入ともに行っていたが,基本的には自給自足

の国であった．しかし，近年，公害規制等から鉱山，

製錬所の操業が制約を受け，現在は，鉱石，粗銅，地

金とも輸入ポジションとなっている．そのような中で，

製錬所の操業停止により余剰の生ずる鉱石を日本に委

託製錬に出す(アナコンダ.1980年から)という局面もあ

った．日本は，1960年代，70年代を通じて急速にカス

タムスメルタの様相を強め，鉱石の一大輸入国となっ

た．

輸出国のうち，チリ，ペルー，ザンビアは，着実に

輸出に占める地金の比率を増加（すなわち加工度を向

上）させており，ザンビアは殆んど100％地金輸出と

なっている．ザイールは，一部鉱石輸出以外は粗銅と

地金で輸出しているが，むしろ粗銅の比率を高めつつ

ある点が特徴的である．カナダ，豪州は，いずれも加

工度向上を指向しつつも，（経済的見地から,）むしろ

鉱石輸出の比率を高めている．パプアニューギニア及

びフィリピンは鉱石輸出国であるが，フィリピンにつ

いては，製錬所建設等により高加工度輸出に移行しつ

つある．

(3)東西貿易

統計に基づく限り，銅に関する東西貿易は小規模で

ある．貿易形態は殆んど地金によっている．ちなみに，

1982年は約16万トン程度の地金が共産圏から西側に輸

入され，逆に，西側から共産圏に対し約12万トンが輸

出されている（西側が若干の輸入ポジション)．

－30－
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表7我が国の銅の国別・形態別輸入状況（昭和57年度）
（単位：地金換算千Mトン）

壼 雪 比率

1フイリピン

2力ナダ

3ザンビア

7.1

リア
一

フ

出典；鉱業便覧（58年度版）
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3．1我が国の銅需給の概要

WBMS(WorldBureauofMetalStatistics)

によれば，世界需給に占める我が国の位置づけは1982

年において次のとおりである．地金（電気銅）生産に

ついては，全世界約953万トン（自由世界約713万ト

ン）に対し，日本は約108万トンで11.3％（対自由世

界15.1％),地金消費については全世界約907万トン

（自由世界約676万トン）に対し日本は約約124万ト

ンで，13.7％（対自由世界18.4％）をそれぞれ占めて

いるが，一方鉱石生産については，全世界約817万ト

ン（自由世界約624万トン）に対し，日本は約5万ト

ンで0.6％(対自由世界0.8％）に過ぎない．これによ

り，我が国の消費地製錬者としての位置づけの重要性

と原料入手面の脆弱性が知られる．

昭和57年度の我が国の銅需要は，約92万トンが電線

用，約39万トンが伸銅用で，この両者で内需合計約13

3万トンの約98％を占める．これに対し供給は，国内

地金生産約109万トンのうち，国内鉱出は約4万トン

にとどまり，海外鉱出が約92万トン（うち約4万トン

は粗銅),その他出が約13万トンとなっている．この他

に，輸入地金が約28万トンある．

国内鉱出
×100％で表わさ

国内鉱出十海外鉱出十輸入地金

れる自給率は，3％と，ごく僅かである．日本の銅の内

需は，昭和45年度から57年度までの12年間で約83万ト

ンから約133万トンへと50万トン程度増加(年率4.0％）

した．これに対応し，我が国産銅業は，昭和40年代

を通じて，製錬能力の増強を図った（図-4).一方原

魂

42434445464748495051525354555657年度

(注）G－－C需要逓（輪出含む）

_Z製錬能力 （）内は製錬能力の対前年度増減

←→生産量
通である（単位：千トン/年）

出典：鉱巣便覧（58年度版）

図－4銅の製錬能力及び需給推移

料面では，この間，国内鉱は約12万トンから約4万

トンへと逆に8万トン程度減少した．このため，海外

鉱が約42万トン，地金輸入が約15万トンそれぞれ増加

し，この結果自給率は45年度の15.1％から57年度の3

％へと低下した．この結果，我が国は世界の鉱石流通

の60～70％を占めるに至り，消費地製錬の中心的存在

となった．

我が国の銅の形態別，国別輸入状況は，表7ののと

おりである（文章中の説明数値と若干異なるのは，統

計ソースの違いによる).輸入鉱石のうち，自主開発と

融資買鉱のものについては，我が国がその開発に関与

したもので，両者合せて約32.5万トン，全体の約1／3

に相当する．自主開発の主要なものは，ザイールのム

－31－

鉱 石

自主開発 融資買鉱 単純買鉱 小 計

ブリスター

(粗銅）
地金 十

一
三
ロ

ム
ロ

一
一
一
一
一
一
３
０
－
－
０

2

30

30

92.9

45.4

33.7

69.0

113.7

139.5

54．2

25.3

127.6

35．7

13．9

46．2

46．8

30．8

206.6

184.9

87．9

94.3

127.6

38．0

43．9

57．6

46．8

60．8

一
一
一

11．5

6.2

28.9

3.9

11.9

31.6

一
一
０
８
－
４
８
９
’
８
４

145

58

10

44

1

2

13

206.6

184.9

145.0

158.2

94.3

144.2

111.7

49．7

57．6

61.5

105.8

62.3 262.4 623.7 948.4 94.0 277.1 1.319.5
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図－5我が国企業による海外銅鉱の探鉱開発の推移
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ソシ（昨年，現地政府に経営を譲渡し撤退）及びマレ

ーシアのマムートである．鉱石輸入の国別依存度では

フィリピン，カナダ，米国が大きくなっている．この

うち，米国の分はアナコンダからの委託製錬を行うも

のである．

3．2資源確保の努力

(1)海外探鉱開発

図-5は我が国企業による海外銅鉱の探鉱開発の推移

を示す．昭和40年頃から50年頃にかけての探鉱開発費

の著しい増加と開発関与鉱石（自主開発十融資買鉱）

の増勢ぶりがよくわかる．すなわち，内需の増加に応

じた必要な銅資源の相当部分は，日本の自主開発，融

資によって調達してきたといえる．

また，図-6に我が国企業による銅の主要探鉱開発鉱

山の分布を，表8に我が国の企業が関与している銅鉱

山開発プロジェクトの国別数を掲げる．

(2)国内における探鉱開発

我が国の鉱山は，二度にわたる石油危機による需要

低迷とエネルギー価格の高騰，また長期にわたる金属

価格の低迷という厳しい経営環境の中で，或いは鉱量

枯渇の中で一貫して減少しつづけてきた．特に，金属

価格の低迷は,LME市場価格の低迷に加え，円の変

動相場制移行後の円高により，（地金，鉱石とも）円

換算手取り価格が相対的に低く据え置かれるため国内

鉱の収益性力壗牝するという二重の困難によfるもので，

石油危機にともなう需要減及びコスト増の中での収益

悪化を招来した．しかしながら，国内鉱は，最も安定

した製錬原料の供給源であることから，これを確保す

るため，国の施策のもと，探鉱開発の努力が続けられ

ている．即ち，昭和48年度には，従来の国内探鉱長期

計画を改定する第二期国内探鉱長期計画を策定し，全

国53地域を対象として，銅をはじめとする鉱物の探鉱

の積極的な展開を始めている．この体系的な調査・探

鉱の方法は，複雑な地質構造を解明するための広い地

域にわたる調査から,狭い地域の探鉱までの過程を｢広

域調査一精密調査一企業探鉱」という三段階により実

施しており，黒鉱鉱床の発見等大きな成果があがって

いる．

4銅資源をめぐる最近の情勢及び今後の動向

世界の鉱石流通の60～70％を占め，消費地製錬の一

大中心をなす我が国にとって，銅をめぐる最近の情勢

は必ずしも楽観的なものとはいえない．特に，需要に

見合った鉱石の安定的確保が将来的な課題となろう．

この観点から，世界及び我が国の銅需要の動向，世界

表8我が国の企業が関与する

海外銅関係鉱山プロジェクト数

出典：鉱足仙覧（

気]簿
ー

夛蕊
錨

ゴ屋唾

壷、
u）C

け り

囹晃'二移行Ltもの｡…”14＄
(58年度版）

図－6我が国企業による主要探鉱開発銅関係鉱山分布図
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の鉱石生産の動向，現地製錬化の動きと鉱石流通等に

ふれる．

4．1世界及び我が国の銅需要の動向

自由世界の銅消費の推移を先進7ケ国とそれ以外に

分けて表わしたのが表-9である．これから推測される

0501001502”250

■
■
■
■

'976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

|｜洲'';'｡.'！‘
‘1'''''1!‘|,,||,Ⅲ
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表9自由世界の地金消費（千トン）

〃

出典：日本鉱業協会資料

図－7在庫の動き

次いでカナダで，1981年と1982年の間で米国は約154

万トンから約114万トンへと26％，カナダは約72万ト

ンから約61万トンへと16％それぞれ低下している．83

年は更に減少との見通しが明らかになりつつある．

逆に，南米のチリは，1981年と1982年の間で，約10

8万トンから約124万トンへと増産し，1982年におい

ては共産圏も含め世界一の産銅国となった．ペルーも

わずかながら増産している．

需要の低迷,低銅価という状況下では，生産を抑制

するのが通常の行動と考えられるが，チリ，ペルーの

ような国営産銅会社は，必ずしもこのような市場指向

に基づく行動をとるとは限らない．特に，チリの場合

はコストが他と比べて格段に低く,(30C/lb台の鉱

山もある)60C/lb台の低銅価でも十分にコストカバ

ーできるという強みがある．従って,CIPECの主

要加盟国ではあるが，銅価維持のための生産調整には

反対の立場をとっている．ザイール，ザンビア，ペル

ー等においても，主要産業であり，かつ輸出に占める

比率が高いことから（ザンビア約95％，ザイール約45

％，ペルー約15％;チリは約45％),需要低迷，低銅価

のものでも，基本的には増産指向をとらざるを得な

いとみられる.(CIPECの中で，ザンビアは減産

を主張してはいるがCIPECとしての結束という動

きには結びついていない.）このため，米国，カナダ等

の民間産銅会社によって生産調整が行われてもなお，

供給過剰の状況が続き，価格は低位で推移する局面が

多いと考えられ，需要の伸び悩みと合せて，この面で

も鉱石生産の全体的な増加は期待しにくい．

米国の減産は，我が国の鉱石需給にも少なからぬ影

響を与えている．即ち，米国のアナコンダ社（1980年

註1．先進7ケ国とは，米国，日本‘西独，英，仏，0}，加

出典：WBMSほか

ことは，自由世界における銅の一大消費地域である米

国，ヨーロッパ，日本では，銅の需要は飽和に達しつ

つあり，地金ないし加工品の輸出指向を高めることが

なければ，需要は安定して推移していくと考えられる．

一方，発展途上国においては，今後需要の伸びが期待

されるが，未だシェアも小さく，短期間で自由世界全

体の需要を拡大するには至らないと思われる．

4．2世界の鉱石生産の動向

現状においては，世界の鉱石生産は全体として低調

である．特に，米国，カナダではその傾向が著しい．

このような状況の中で，南米のチリ，ペルー（特にチ

リ）では，逆に増産を続けている．

（1）銅価の低迷と高い在庫水準

1981年から1983年にかけて，銅の価格は低い水準で

推移している．国際指標価格であるLME価格は,19

80年の年平均99.3C/lbから1981年には79.5C/lb,

1982年には67.2C/lbと下がり,1983年についても推

定70.3C/lb程度と低調である．また，需要の不振及

び供給の過剰を反映して，自由世界の地金在庫は増加

している．（図-7）

(2)米国，カナダの減産とチリ等の増産

需要の低迷と低銅価により，世界の鉱石生産は低レ

ベルにあり，自由世界において1981年には約650万ト

ンであった生産が，1982年には約624万トンヘと落ち

こみ，1983年についても約610万トン程度にとどまる

と予測されている．減産が最も著しかったのが米国，
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表10フィリピンの鉱石生産と輸出(Cu含有量，単位：千トン）

資料：WBMSほか

以前年間約60万トン（精鉱ベース）の鉱石を生産し，

自ら製錬）が,SOx規制のため1980年製錬所の閉鎖を

余儀なくされたことに伴い，余剰鉱石を我が国へ委託

製錬に出す契約を締結し，精鉱ベースで年間約50万ト

ン（銅量で約10万トン）の鉱石を供給することとなっ

ていたが，操業が思わしくなく，1983年から休山して

いる．

このような状況の中で，本年1月26日，米国の主要

産銅11社は，貿易法第201条に基づき，向こう5年間

の銅地金の輸入制限を求めて，国際貿易委員会(IT

C)に提訴している．これは，チリを始めとする第三

世界による国内市場侵食が，米国の鉱山，製錬所を害

しているとの認識に立って行われたものである．

4．3現地製錬化の動向と鉱石流通

鉱石生産の増加があまり期待できない中では，鉱石

流通量も伸びは期待しがたいが，これに加えて，発展

途上国等における現地製錬化の傾向は，鉱石流通拡大

にとってのマイナス要因である．

現在，現地製錬が具体化しているのは，フィリピン

（パサール製錬所．1期，2期計画があり，いずれ

も年間地金生産能力13.8万トン．第1期は既に昨年稼

働),メキシコ（ラカリダード製錬所，年間地金生産能

力18万トン，85年稼働予定),ブラジル（カライバ製錬

所，年間地金生産能力15万トン．82年に－部稼働）で

ある．このうち，ブラジルについては鉱石輸入上の関

係がなく，メキシコについても,若干の影響にとどまる

とみられるが,一方フィリピンのパサール製錬所が我が

国に与える影響は既に大きなものとなっている、我が

国の場合，表-10にみるとおり，フィリピンから毎年

銅量ベースで20万トンを超える鉱石を輸入しており，

第1位の輸入先であった．当初の構想では増産と新規

開山によってパサールヘの供給をまかない，我が国へ

の鉱石供給は従来どおり維持することとなっていたが，

低銅価のもとにおけるフィリピン鉱山の不振から，む

しろ減産となっており，パサールヘの優先供給分を差

し引いた残りが我が国ほかの国々に輸出可能となると

いうしくみの中で，相当の供給減少を来たしている．

（更に,パサール産の地金が我が国をはじめとする東南

アジアの市場に流れるという,二重の影響が生じている）

いずれにしても，銅鉱山の増産がなければ，現地製

鋼上は直接，間接に鉱石流通量を減少することとなり，

消費地製練形態をとる我が国にとっては，大きな関心

事である．

5おわりに

世界的な鉱石生産の不振に加えて，パサール製錬所

の稼働，アナコンダの休山など，我が国への鉱石供給

に直接的影響する要因によって，我が国銅製錬業は昨

年後半から10～15%程度の減産体制に入っている．買

鉱条件も含め，鉱石の手当難を原因とする減産は初め

てとのことと聴いている．銅産業は典型的な装置産業

であり，基本的には稼働率を高く保つことがコストを

低く保つための必須条件であることから，このような

状況が長期的に続くことは健全な操業維持の観点から

は憂慮すべきである．しかしながら，長期的にみても，

年間130万トン程度の安定した需要と各種副産品市場

の存在する点は我が国産銅業の有する大きな利点であ

り，この意味から，今後とも日本における消費地製錬

の有意性は続くと考えられる．従って，需要に見合っ

た銅資源を確保するための努力力K引き続き必要とされ

ている．
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